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■
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ア

ク
セ
ス
し
、
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
が
読
め
ま
す
。

紙
面
づ
く
り
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
社
会
で
頑
張
る

卒
業
生
の
皆
さ
ん
と
共
に

現
役
生
の
活
動
な
ど
も
紹

介
し
、
卒
業
生
の
つ
な
が

　
「
東
京
25
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・

高
校
同
窓
会
か
わ
ら
版
」

が
今
号
（
３
月
５
日
）
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
＝

2
面
掲
載
。

東
海
大
学
菅

生
高
校
同
窓

会
の
菅
生
川

蝉
会
の
協
力

を
受
け
、
取

材
を
行
い
、

り
、
世
代
間
の
交
流
を
促

し
て
い
き
ま
す
。

　

菅
生
川
蝉
会
は

２
０
１
２
年
の
創
立
30
周

年
の
式
典
で
、
準
備
委
員

会
が
立
ち
上
が
り
、
１
期

生
が
50
歳
の
節
目
を
迎
え

た
18
年
６
月
に
発
会
。
初

代
会
長
に
は
渡
邉
弘
行
さ

ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

同
高
校
は
１
９
８
２

（
昭
和
57
）
年
に
開
校
。

こ
れ
ま
で
１
万
７
０
０
０

東
海
大
学
菅
生
高
校
同
窓
会　

菅
生
川
蝉
会
第
１
号
を
掲
載

「
東
京
25
ジ
ャ
ー
ナ
ル
同
窓
会
か
わ
ら
版
」

　
　
　
　

３
月
５
日
号
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

人
ほ
ど
の
卒
業
生
を
送
り

出
し
て
い
ま
す
。中
等
部
、

初
等
学
校
も
設
立
。
幼
稚

園
と
併
せ
て
一
貫
教
育
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

菅
生
川
蝉
会
の
同
窓
会

か
わ
ら
版
は
年
に
４
回
～

６
回
の
割
で
掲
載
し
て
い

き
ま
す
。
よ
り
良
い
紙
面

づ
く
り
に
向
け
同
窓
会

員
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の

情
報
提
供
︵
題
字
下
メ
ー

ル
か
０
９
０
︲
８
４
６
０

︲
９
６
８
８
︶
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
﹁
東
京
25
ジ
ャ
ー
ナ
ル

同
窓
会
か
わ
ら
版
﹂
で
は

掲
載
高
校
を
随
時
募
集
、

拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
各

校
同
窓
会
役
員
の
皆
さ
ん

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
受

付
け
て
い
ま
す
。

つ
な
が
る
道
路
に
は
い
く

つ
も
の
通
行
止
め
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
一
部
住
民

か
ら
は
「
片
側
一
車
線
で

も
通
行
さ
せ
て
ほ
し
い
」

と
の
声
が
あ
り
、
都
に
は

住
民
か
ら
行
政
質
問
が
で

て
い
る
。

　

都
建
設
局
は
、
現
在
は

同
大
橋
か
ら
氷
沢
橋
交
差

点
の
間
の
い
ず
み
通
り

で
、
両
側
に
歩
道
を
付
け

た
拡
幅
整
備
を
進
め
て
い

る
と
し
た
上
で
、
氷
沢
橋

交
差
点
付
近
は
現
道
が
狭

あ
い
で
あ
り
、
同
大
橋
を

開
放
し
て
交
通
量
が
多
く

な
る
と
、
登
下
校
の
児
童

や
歩
行
者
の
安
全
確
保
が

難
し
く
な
る
た
め
、
片
側

一
車
線
の
通
行
を
含
め
困

難
な
状
況
に
あ
る
と
し
て

い
る
。
引
き
続
き
、
早
期

完
成
を
目
指
す
と
し
な
が

ら
も
、
地
権
者
と
の
交
渉

も
あ
り
、
開
通
時
期
は
見

通
し
が
立
っ
て
い
な
い
と

い
う
。

　

た
だ
、
努
力
は
続
け
ら

れ
て
お
り
、
開
通
は
そ
う

先
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

　

１
９
８
５
年
前
後
、
作

家
の
赤
瀬
川
原
平
さ
ん
が

提
唱
す
る
「
超
芸
術
ト
マ

ソ
ン
」
と
い
う
言
葉
が
ブ

ー
ム
に
な
っ
た
。
不
動
産

に
付
属
し
、
ま
る
で
展
示

す
る
か
の
よ
う
に
保
存
さ

れ
て
い
る
無
用
の
長
物
を

指
す
。
そ
の
頃
に
巨
人
に

在
籍
し
４
番
を
任
さ
れ
な

が
ら
不
発
に
終
わ
っ
た
元

メ
ジ
ャ
ー
の
ト
マ
ソ
ン
選

手
に
由
来
す
る
。

　

西
多
摩
で
は
檜
原
村
上

川
乗
に
あ
る
１
９
９
５
年

完
成
の
上
川
乗
橋（
仮
称
）

が
そ
の
1
つ
。
都
道
33
号

に
接
続
し
た
両
側
に
１
・

５
㍍
の
歩
道
を
伴
っ
た
幅

員
８
㍍
ほ
ど
の
橋
だ
が
、

一
方
は
山
に
突
き
当
た
っ

た
ま
ま
だ
。

　

全
長
約
４
㌔
、
ほ
と
ん

ど
が
ト
ン
ネ
ル
と
な
る
檜

原
村
南
北
横
断
道
路
の
南

秋
川
口
と
し
て
完
成
し
た

が
、
そ
の
後
、
都
財
政
の

悪
化
に
よ
り
工
事
は
頓
挫

し
た
。
南
秋
川
側
と
袋
小

路
と
な
る
北
秋
川
側
を
つ

な
げ
、
道
路
網
の
面
か
ら

村
の
一
体
化
を
高
め
る
と

と
も
に
災
害
発
生
時
の
地

域
の
孤
立
化
を
防
ぐ
側
面

も
あ
っ
た
。
現
在
、
建
設

が
進
む
日
の
出
町
大
久
野

肝
要
地
区
と
青
梅
市
を
結

ぶ
梅
ケ
谷
ト
ン
ネ
ル
と
似

た
用
途
を
持
つ
。

　
　
　
　

■

　
「
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
」

の
烙
印
は
押
さ
れ
て
な
い

が
、
現
状
は
そ
の
状
態
に

甘
ん
じ
て
い
る
の
が
、
あ

き
る
野
市
の
平
井
川
に
架

か
る
草
花
大
橋
。
完
成
し

て
10
年
以
上
経
過
す
る
の

に
通
行
で
き
な
い
。

　

い
つ
開
通
す
る
の
か
。

地
元
住
民
は
も
と
よ
り
周

辺
の
道
路
利
用
者
ら
も
不

思
議
に
思
い
月
日
が
流
れ

て
い
る
。
同
市
議
会
の
一

般
質
問
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
都
建
設
局
に
は
問
い

合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
が
、
開
通
は
未
定
と
し

て
い
る
。

　

同
大
橋
は
現
在
、
歩
行

者
は
通
行
可
能
だ
が
、
自

動
車
、
自
転
車
は
通
行
禁

止
と
な
っ
て
い
る
。
橋
に

バ
ブ
ル
崩
壊
で
都
財
政
悪
化
し
頓
挫

﹁
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
﹂
化

草花大橋　いつ開通

上川乗橋は完成から 27年不通　
檜原村南北横断道路の名残りに

氷沢橋交差点付近の整備進まず

早期の開通が待たれる草花大橋。今は幾重
にも通行止めが置かれ通行できない

斜
面
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
覆
わ
れ
た
坑
口
。
檜
原

街
道
︵
手
前
︶
か
ら
坑
口
へ
の
取
り
付
け
道
路
は

草
木
に
覆
わ
れ
か
す
か
に
見
え
る
だ
け
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れ
た
」
と
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　

全
国
に
行
っ
た
感
想

は
。

　

小
林
「
そ
も
そ
も
春
高

に
行
く
と
の
目
標
で
菅
生

高
校
に
入
学
し
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は

ベ
ス
ト
４
で
悔
し
い
思
い

を
し
た
の
で
、
目
標
が
達

成
で
き
感
無
量
で
す
」

　

笠
松
「
同
じ
日
の
出
町

立
平
井
中
学
校
だ
っ
た
馬

場
快
人
主
将
、
セ
ッ
タ
ー

の
五
十
嵐
大
望
選
手
に
誘

わ
れ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な

り
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
み

ん
な
と
一
緒
に
春
高
に
行

け
て
う
れ
し
か
っ
た
」

　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事

は
、
洗
濯
、
掃
除
、
用
具

や
備
品
の
管
理
、
発
注
、

事
務
や
会
計
作
業
な
ど
多

岐
に
渡
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
の
情
報
発
信
な
ど
も
あ

る
。
さ
ら
に
ア
ナ
リ
ス
ト

を
担
当
し
て
い
る
と
聞
い

た
。

　

小
林
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

専
用
の
分
析
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
使
い
、
サ
ー
ブ
や
ア

タ
ッ
ク
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
レ

シ
ー
ブ
、
ト
ス
な
ど
選
手

の
動
き
の
デ
ー
タ
を
収
集

し
、
分
析
。
数
値
化
し
て

監
督
や
選
手
に
伝
え
る
の

が
ア
ナ
リ
ス
ト
の
役
割
で

す
。
デ
ー
タ
は
プ
レ
ー
の

修
正
や
戦
術
に
活
用
さ
れ

ま
す
。
使
い
こ
な
す
の
に

大
変
だ
っ
た
で
す
が
、
し

っ
か
り
後
輩
に
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
ね
」

　

３
年
間
続
け
ら
れ
た
原

動
力
は
。

　

２
人
「
選
手
た
ち
と
夢

を
追
え
た
こ
と
と
、
２
人

だ
か
ら
辛
い
こ
と
も
乗
り

越
え
ら
れ
ま
し
た
」

　

先
輩
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

は
連
絡
を
取
っ
た
か
。

　

２
人
「
２
学
年
上
の
小

林
渚
先
輩
と
馬
場
千
里
先

輩
は
、
私
た
ち
の
３
年
間

の
活
動
を
動
画
に
ま
と
め

て
く
れ
ま
し
た
。
う
れ
し

か
っ
た
。
１
学
年
上
の
大

久
保
陽
子
先
輩
は
昨
年
あ

と
１
歩
の
と
こ
ろ
で
春
高

に
行
け
な
か
っ
た
分
、
全

試
合
を
見
て
く
れ
て
号
泣

し
た
そ
う
で
す
」

　

１
年
生
の
後
輩
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
一
言
。

　

２
人
「
上
級
生
が
い
な

い
の
で
大
変
で
す
が
、
１

人
で
抱
え
込
ま
ず
、
選
手

も
含
め
み
ん
な
で
支
え
合

っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
気
配
り
、
目
配
り
、

心
配
り
を
大
切
に
」

　

卒
業
後
の
進
路
は
。

　

小
林
「
Ｉ
Ｔ
関
係
の
会

社
に
進
み
ま
す
」

　

笠
松
「
看
護
専
門
学
校

に
通
い
ま
す
」

　

ア
ナ
リ
ス
ト
、
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
仕
事
が
生
き
る

と
思
う
。
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

ネ
ー
ジ
ャ
ー
。
中
で
も
３

年
生
の
小
林
栞
さ
ん
と
笠

松
日
菜
さ
ん
は
陰
の
立
役

者
。
会
田
監
督
は
「
よ
く

気
が
つ
き
、
私
の
右
腕
、

左
腕
と
し
て
奮
闘
し
て
く

　

共
に
１
期
生
で
、
青
梅

市
の
御
岳
山
で
宿
坊
を
継

い
で
い
る
の
が
御
岳
山

荘
の
金
井
格い
た
るさ

ん
（
54
）

と
原
島
荘
の
原
島
美
由
紀

さ
ん
。

　

金
井
さ
ん
は
妻
と
両

親
、
英
会
話
で
カ
ナ
ダ
に

留
学
中
で
調
理
師
資
格
を

持
つ
長
女
（
23
）、
栄
養

士
を
目
指
す
次
女
（
20
）、

４
月
に
高
校

２
年
に
な
る

三
女
と
暮
ら

す
。「
長
女
、

次
女
は
二
葉

栄
養
専
門
学

校
に
通
い
、

三
女
も
同
じ

道
を
希
望
。

宿
坊
の
こ
と

を
考
え
て
い

て
く
れ
る
の

か
な
」
と
顔

を
ほ
こ
ろ
ば

す
。

通
学
は
片
道
２
時
間
半

始
業
1
時
間
遅
れ
で
助
か
っ
たこ

の
人

　

原
島
さ
ん
は
両
親
が
盛

り
立
て
た
宿
坊
を
会
社
員

の
夫
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
し
っ
か
り
守
っ
て
い

る
。
救
急
救
命
士
の
長
男

（
23
）、
４
月
か
ら
そ
れ
ぞ

　

年
賀
状
や
電
話
で
連
絡

が
付
く
人
も
多
い
が
、「
や

っ
ぱ
り
み
ん
な
に
会
い
た

い
と
思
う
年
齢
に
な
っ

た
」
と
２
人
は
顔
を
見
合

わ
せ
た
。

れ
大
学
４
年
、
高
校
２
年

に
な
る
次
男
、
長
女
の
成

長
を
楽
し
み
に
す
る
。

　
「
母
も
私
も
看
護
師
で
、

山
で
急
病
患
者
が
出
た
時

な
ど
相
談
を
受
け
て
き

た
。
長
男
も
そ
ん
な
思
い

で
山
に
役
立
ち
た
い
と
思

っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
」
と
思
う
。

　

通
学
は
片
道
２
時
間

半
、
接
続
が
悪
い
と
３
時

間
か
か
っ
た
。
島
田
久
理

事
長
が
開
校
か
ら
４
年
ほ

ど
始
業
時
間
を
１
時
間
遅

ら
す
措
置
を
し
て
く
れ
、

助
か
っ
た
と
い
う
。

　

そ
れ
で
も
部
活
は
わ
ず

か
な
時
間
し
か
参
加
で
き

ず
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
だ

っ
た
原
島
さ
ん
は
親
戚
、

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

だ
っ
た
金
井
さ
ん
は
顧
問

の
船
田
先
生
や
友
人
の
井

草
博
さ
ん
宅
に
泊
ま
ら
せ

て
も
ら
う
こ
と
が
度
々
あ

っ
た
と
い
う
。

　
「
顧
問
の
高
田
先
生
、

１
年
担
任
の
近
藤
先
生
、

２
、３
年
担
任
の
山
岡
先

生
は
じ
め
皆
さ
ん
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
」
と
原

島
さ
ん
。「
厳
し
か
っ
た

け
ど
生
徒
を
思
っ
て
怒
っ

て
く
れ
る
先
生
ば
か
り
だ

っ
た
」
と
金
井
さ
ん
。

　

体
育
館
が
で
き
た
の
は

入
学
半
年
後
。
体
育
の
授

業
は
山
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま

で
走
っ
た
。
修
学
旅
行
は

長
崎
、
沖
縄
で
戦
争
の
足

跡
を
た
ど
っ
た
。

　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（
会
田
信
一
監
督
）
は
、

春
の
高
校
バ
レ
ー
と
し
て

１
月
に
開
催
さ
れ
た
第
68

回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

高
等
学
校
選
手
権
大
会
に

24
年
ぶ
り
に
出
場
し
た
。

初
戦
で
弘
前
工
（
青
森
）

を
撃
破
。
続
く
高
川
学
園

に
敗
れ
、
上
位
進
出
は
な

ら
な
か
っ
た
が
、
最
後
ま
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２
０
１
８
年
に
誕
生
し

た
菅
生
川か
わ
せ
み蝉
会
の
初
代

会
長
を
務
め
る
の
が
１

期
生
の
渡
邉
弘
行
さ
ん

（
54
）。
発
会
し
て
４
年
、

半
分
が
コ
ロ
ナ
禍
に
置
か

れ
、行
事
が
開
催
出
来
ず
、

歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
て
き

た
。
感
染
の
心
配
が
な
く

な
り
、
み
ん
な
に
会
い
た

い
と
の
思
い
が
募
っ
て
い

る
。

　

在
校
当
時
、
生
徒
会
副

会
長
を
や
っ
て
い
て
、
そ

の
時
の
生
徒
会
担
当
だ
っ

た
近
藤
英
一
教
諭
が
同
窓

会
設
立
準
備
会
の
学
校
側

責
任
者
だ
っ
た
こ
と
か
ら

会
長
に
と
白
羽
の
矢
が
立

っ
た
。
断
わ
っ
た
が
、
押

し
切
ら
れ
た
。

　

１
期
生
は
１
９
８
３
年

４
月
入
学
。７
ク
ラ
ス
で
、

１
ク
ラ
ス
に
45
人
ほ
ど
い

た
。
男
女
比
は
６
対
４
で

男
子
が
多
か
っ
た
。

　

学
校
生
活
は
自
由
奔

放
、
や
り
た
い
放
題
。
毎

日
が
楽
し
か
っ
た
と
振
り

返
る
。
部
活
は
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
に
入
部
。
主
将
を

任
さ
れ
た
が
、
部
員
数
が

お
ぼ
つ
か
な
い
状
態
。
翌

年
新
１
年
生
を
迎
え
て
、

公
式
戦
で
の
初
勝
利
を
挙

げ
た
。
渡
辺
さ
ん
は
エ
ー

ス
ア
タ
ッ
カ
ー
、
生
徒
会

長
だ
っ
た
水
野
恵
介
さ
ん

（
青
梅
市
）
が
セ
ン
タ
ー
、

土
屋
洋
さ
ん
（
あ
き
る
野

市
）が
セ
ッ
タ
ー
だ
っ
た
。

　

後
輩
た
ち
は
現
在
も
監

督
を
続
け
る
会
田
信
一
先

生
の
下
、
10
年
余
り
で
全

菅
生
川
蝉
会
初
代
会
長
　
１
期
生
　
渡
邉
弘
行
さ
ん

年
々
、
同
窓
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充

国
大
会
へ
の
門
を
開
け

た
。
今
年
の
春
高
バ
レ
ー

で
は
24
年
ぶ
り
３
度
目
の

出
場
を
果
た
し
た
。

　
「
私
は
小
中
高
と
先
生

に
恵
ま
れ
た
。
高
校
で
は

部
活
で
会
田
先
生
、
生
徒

会
担
当
で
近
藤
先
生
に
お

世
話
に
な
っ
た
。
２
人
と

も
体
育
教
師
。
体
育
教
師

を
目
指
し
、
国
際
武
道
大

学
に
進
学
し
た
」

　

89
年
、
菅
生
高
校
で
３

週
間
の
教
育
実
習
を
し

た
。
と
に
か
く
楽
し
か
っ

た
が
、
同
時
に
大
変
さ
も

分
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
バ

ブ
ル
経
済
の
絶
頂
期
、
就

職
は
黙
っ
て
い
て
も
決
ま

っ
た
。
教
師
の
道
は
進
ま

ず
、
先
輩
に
誘
わ
れ
ゼ
ネ

コ
ン
に
入
社
。
だ
が
、
バ

ブ
ル
崩
壊
と
と
も
に
会
社

は
傾
き
、
30
歳
で
Ｊ
Ａ
東

京
み
ど
り
に
入
組
し
た
。

　

現
在
は
副
支
店
長
を
務

め
る
。「
２
５
０
人
ほ
ど

の
職
員
の
う
ち
、
12
人
が

菅
生
の
卒
業
生
」
と
頬
を

ゆ
る
め
る
。

　

菅
生
高
校
の
卒
業
生
は

約
１
万
７
０
０
０
人
。
年

を
追
う
ご
と
に
同
窓
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
拡
充
し
、

会
社
や
地
域
で
の
活
躍
も

目
立
っ
て
い
る
。「
菅
生

川
蝉
会
を
通
し
、
同
窓
の

絆
を
強
く
し
、
同
窓
生
の

繋
が
り
の
輪
を
ひ
ろ
げ
た

い
」と
胸
を
膨
ら
ま
せ
る
。

　

武
蔵
村
山
市
在
住
。
長

女
が
結
婚
し
、
妻
と
４
月

か
ら
新
社
会
人
と
な
る
長

男
、
大
学
生
の
次
女
の
４

人
暮
ら
し
。

で
頑
張
っ
た
選
手

た
ち
は
夢
の
舞
台

に
立
っ
た
誇
り
に

胸
を
張
っ
た
。
監

督
と
選
手
を
支
え

た
の
が
４
人
の
マ

春
高
バ
レ
ー
出
場　

縁
の
下
の
立
役
者

「コロナ禍で、行事が開催出来
ず、歯がゆい」と渡邉さん

データ分析で活躍　マネージャー　小林さん、笠松さん

春高バレーの看板の前で小林さん
（右）と笠松さん

御岳山からお元気ですか！
宿坊継ぐ 1期生　金井さんと原島さん

原島荘の前で金井さん（左）と原島さん


